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2025年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2024年５月８日に公表いたしました2025年３月期第２四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年９月30

日；以下、2025年３月期中間期）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2025年３月期 中間期業績予想と実績との差異（2024年４月１日～2024年９月30日） 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

中間純利益 

1株当たり
中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前 回 発 表 予 想          （Ａ） 12,002 △202 1,332 858 20.60 

実   績   値（Ｂ） 12,508 80 1,829 1,331 31.97 

増 減 額        （Ｂ－Ａ） +506 +282 +497 +473   

増 減 率          （％） +4.2 - +37.3 +55.1  
（ご参考）前年同期実績 
（2024年３月期第２四半期） 11,884 2,349 3,756 2,966 71.24 

 

 

２．差異が生じた理由 

2025年３月期中間期においては、国内非臨床事業が順調に推移したこと等により、売上高は前回予想を上

回りました。営業利益は、米国子会社Satsuma Pharmaceuticals, Inc.の経鼻偏頭痛治療薬 STS101の米国食品

医薬品局（FDA）への新薬承認再申請に関する費用が計画を下回ったこと等により、前回予想を上回りました。

経常利益及び親会社株主に帰属する中間純利益は、臨床事業における新日本科学PPDの持分法投資利益の増加

等により前回予想を上回り、上記のとおり差異が生じました。 

 

 

 

以 上 


